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各 位 
2023 年 3 月 16 日 

サイバネットシステム株式会社 

「Ansys APAC Channel Partner of the Year 2022」

をサイバネットグループ莎益博工程系統開発 

（上海）有限公司が受賞 

中国主要都市でロックダウンが実施される中でも積極的な販促活動を

行い、高い実績を上げたことが評価されました。 

サイバネットシステム株式会社（本社：東京都、代表取締役 社長執行役員：安江 令子、以下「サイバネット」）は、

サイバネットのグループ会社である莎益博工程系統開発（上海）有限公司（以下、「CYBERNET 中国（莎益博）」）

が、ANSYS, Inc.（本社：米国ペンシルベニア州、以下「Ansys（アンシス）」）より、「Ansys APAC Channel Partner 

of the Year 2022（アンシス・アジアパシフィック・チャネルパートナー・オブ・ザ・イヤー 2022）」を受賞したこ

とをお知らせします。 

 

Ansys APAC Channel Partner of the Year 2022 受賞理由 

「Ansys APAC Channel Partner of the Year 2022」は、2022 年の Ansys®（以下「Ansys ソフトウェア」）の販

売活動において厳格な認定要件を満たし、アジアパシフィック地域で最も貢献が認められた１社にのみ授与される

称号です。CYBERNET 中国（莎益博）は、中国主要都市でロックダウンが実施されるという厳しい事業環境の中、

Ansys と連携して積極的に販促活動に取り組み高い実績を上げたことが評価され、今回の受賞に至りました。 

 
 

CYBERNET中国（莎益博）CEO 鄭 明宏 氏のコメント 

CYBERNET 中国（莎益博）は、Ansys の中国におけるパートナーとして、中国国内の製造業や大学・政府の研

究機関約 100 団体に Ansys ソフトウェアを提供しています。 

今回の受賞を糧に、サイバネットグループ全体で Ansys との連携をさらに深めるとともに技術力の向上を重ね、

より質の高いサービスをお客様に提供できるよう努めてまいります。 

 

 
 

莎益博工程系統開発（上海）有限公司（CYBERNET SYSTEMS（SHANGHAI) CO., LTD.）について 

2006 年、サイバネットのグループ会社として設立。中国国内の製造業や大学・政府の研究機関に各種ソフトウェア／ハードウェア、技術サ

ポート、コンサルティング、受託解析サービスなど、CAEのトータルソリューションを提供しています。 

莎益博工程系統開発（上海）有限公司に関する詳しい情報については、下記 Webサイトをご覧ください。 

https://www.cybernet.sh.cn/ 

 

https://www.cybernet.sh.cn/
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サイバネットについて  

サイバネットシステム株式会社は、CAE※のリーディングカンパニーとして、30年以上にわたり製造業の研究開発・設計関係部門、大学・政府

の研究機関等へ、ソフトウェア、教育サービス、技術サポート、コンサルティングを提供しています。また、IT分野では、サイバー攻撃から情

報資産を守るエンドポイントセキュリティやクラウドセキュリティなどの ITセキュリティソリューションを提供しています。近年では、IoTや

デジタルツイン、ビッグデータ分析、AI領域で、当社の得意とする CAEや AR/VR技術と組み合わせたソリューションを提案しています。 

企業ビジョンは、「技術とアイデアで、社会にサステナビリティとサプライズを」。日々多様化・複雑化する技術課題に向き合うお客様の課題

を、期待を超える技術とアイデアで解決し、更にその先の変革へと導くことを目標に取り組んでまいります。 
サイバネットシステム株式会社に関する詳しい情報については、下記 Webサイトをご覧ください。 

https://www.cybernet.co.jp/ 

 

※ CAE（Computer Aided Engineering）：ものづくりの研究・開発工程において、従来行われていた試作品によるテストや実験をコンピュータ

上でシミュレーションし分析する技術。試作や実験の回数を劇的に減らすことで、開発期間や資材コストを大幅に削減できるメリットがある。  
 
 

本件に関するお問い合わせ  サイバネットシステム株式会社 

 内容について 

経営企画統括部グループ戦略室／Van Der Heggen 

（ヴァン・デア・ヘッゲン） 

E-MAIL：cpgdall@cybernet.co.jp 

 報道の方は 

コーポレートマーケティング部／山本 

 

E-MAIL：prdreq@cybernet.co.jp 

 投資家の方は 

IR室／目黒 

 

E-MAIL：irquery@cybernet.co.jp 

 

https://www.cybernet.co.jp/

